
はじめに

リーンコンストラクション創始者Lauri Koskela
先生のご厚意で在外研究していた頃、彼はお弟子
さんにこう言ったそうです。“康一を観察しなさ
い。それがリーンを学ぶ１番の近道だから。”世
界地図にある小さな島国・日本は、今なお、彼ら
には不思議に映るようです。

リーンコンストラクションは「ムダを最小化
し、価値を最大化するマネジメント技術」と言わ
れています。自動車産業のトヨタ生産方式がリー
ンマネジメントとして欧米で概念化され、それを
建設業に応用しようとするものです。日本が源流
で、最近だと映画「小学校～それは小さな社会～

（The making of a Japanese）」でも世界に注目さ
れた、日本人であれば心当たりのある常識も含み
ます。なので今更、お伝えすることでもない気も
します。ただ外国人と一緒に働くことが当たり前
の時代に、海外から見た日本を知ることは一考の
余地がありそうです。またゼロイチの世界をつか
さどるDX（デジタル・トランスフォーメーショ
ン）技術で生産性向上や人手不足解消を目指す建
設業において、ゼロとイチの間にある、既にこぼ
れ落ちはじめている何かを見つめ直す機会になる
かもしれません。この記事では日本人の私が、読
者の皆様に少しでも役立つかもしれないリーンコ
ンストラクションにおける①フローマネジメン
ト、②ビジュアルマネジメント、③バリューマネ
ジメントの３つのマネジメント技術についてご紹
介します。

流れをつくるフローマネジメント

「夏休みの宿題は夏休みの最後の日にやるも
の。」は小学生の頃のあるあるネタですが、皆さ
んの日々の仕事はコツコツ派でしようか。それと
も、まとめて派でしょうか。

リーンコンストラクション（以降、リーンとし
ます）は、断然コツコツ派です。その理由はリー
ンという考え方が「付加価値時間（宿題をする時
間）≪非付加価値時間（宿題をしない時間）」の
状態を嫌うからです。

ここで宿題が建設現場に到着した資材だとしま
しょう。経営の視点からみると、この資材は「元
手のお金」を「儲けをのせたお金」に変換するた
めの「仮の姿」です。なので、それを停滞させる
ことは経営が滞っていることを意味します。現場
に到着した資材はすぐに使用する。つまり「仕事
が流れているかどうか」という「フローマネジメ
ント」の視点から、ムダの削減や仕事の効率化を
リーンは志向します。建設業では決められた予算
のやりくりで現場を回すことになるわけですが、
資材などの経営資源の停滞は何らかの形で経営に
影響するという視点を持ち、その流れを改善する
ことがポイントになります。

ちなみに、まとめて派の皆様の中には、夏休み
が終わってからしか先生は宿題をみてくれない！
という考えもあるでしょう。これはサプライ
チェーンの次のプロセス（先生の宿題確認プロセ
ス）の話になります。まずは自分の現場の流れを
マネジメントすることが大切です。
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誰かと誰かをつなぐ 
ビジュアルマネジメント

これまで頭の中でイメージしていた設計箇所が
３次元CADで描写できたり、現場から遠く離れ
た場所にいる熟練者とスマートグラスで会話がで
きたり、近年DX技術による挑戦がみられるよう
になり、このような文脈の中で「見える化」とい
う言葉を最近よく耳にします。

リーンで「見える化」は「ビジュアルマネジメ
ント」と言われており、上述のような技術的な見
える化の本質を考えるきっかけを与えてくれま
す。それは「見える化」とは「誰かと誰かをつな
ぐ」を大切にするということです。「誰かと誰か」
は3DCADであればデザイナーと施工管理者であ
り、スマートグラスであれば若手と熟練者です。
もしかすると、これ以外の「誰かと誰か」を想像
する方もいらっしゃるでしょう。ここでのポイン
トは、見る側だけでなく、見せる側もいる。更に
は、それらの両者が存在するという視座を持つこ
とです。

ビジュアルマネジメントでは、①メッセージ、
②伝達法、③リアクションの３要素を考えます。
①では何を見たいのか？（見える化で何を届けた
いのか）、②ではどのように見たいのか？（メッ
セージをどのように届けたいのか）、そして、③
ではなぜ見たいのか？（メッセージを届けて何を
期待するのか）を考えます（下部図）。この３つ
の問いで人中心のDXを具現化していきます。

価値の多様さを知る 
バリューマネジメント

価値の最大化のために、顧客の望む価値を満足
させることも大切です。しかし残念なことに設計
から資材調達、施工、サービスに至るまで、バ
リューチェーンのそれぞれのプレイヤーは、各自
の立場で顧客の望む価値と異なる意思決定をする
ことがあります。リーンではこのことを「価値が
歪（ゆが）む」といいます。その結果は、最悪の
場合、欠陥住宅などの形で表面化するわけです
が、このようなことがないよう顧客に真っすぐで
いたいものです。

日本は特に顧客の価値が多様だと言われていま
す。季節ごとに発売されるお菓子の新商品や、駅
や空港に並んでいるたくさんのガチャポンを思い
浮かべれば、そのことはなんとなく理解できそう
です。また住宅の新築やリフォームの際に、無数
にある壁紙の種類に顧客が圧倒されることはよく
ききます。

人は出会ったことのない価値（観）が目の前に
出現すると困難を覚えたり、そもそも気づかな
かったりします。いつの時代もありますが最近だ
とＺ世代は……。みたいな世代間ギャップもその
一例かもしれません。顧客の感じている価値を理
解できなかったり、対応できなかったりすること
は、ビジネスにおいて売上減少や機会損失に直結
します。

このような課題を乗り越えるための「バリュー
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Ȁ図　見える化デザインの「誰かと誰かをつなぐ」フレーム】
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マネジメント」として、当研究室では「価値かる
た」というカードゲームを開発しています。この
ゲームでは、心理学、社会学、経営学などの学術
的な知見から得られた24種類の価値が登場しま
す。かるた形式で遊びながら、様々な価値がある
ことに気づいていきます。ここで１つ注意点があ
ります。それは知識として24種類の価値を暗記
することが目的ではないということです。価値は
多様でこれからも変化していく。リーンの源流で
ある日本の伝統文化のかるたを楽しみながら、誰
もがこれからもたくさんの価値に出会うかもしれ
ないという気持ちづくりを目指しています（下部
写真）。

おわりに

いかがでしたでしょうか。そういえばリーンコ
ンストラクションに関する国際会議（IGLC）が
昨年はじめて日本で開催されたのですが、数百人
の海外からの参加者の中で日本人は数人（汗）。
ジャパニーズはどこ？と会場では優しいブラック
ジョークで笑いに包まれていました。今年はシン
ガポールで開催のようです。海外から見たニッポ
ン、皆様も体験してみませんか。お読みくださり、
ありがとうございました。
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Ȁ写真　価値かるたの様子（左：日本、右：イギリス）】
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